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奄美大島から得られた薩南諸島初記録のイモリザメ

畑瑛之郎 1・本村浩之 2

Two specimens (female, 386.4 mm, male, 439.5 mm total 
length) of the Salamander Catshark Parmaturus pilosus Garman, 
1906 (Pentanchidae) were collected from Amami-oshima island, 
Amami Islands, Satsunan Islands, Japan. In Japanese waters, 
P. pilosus has been previously recorded from Chiba Prefecture, 
Sagami Sea, Aichi Prefecture, Kumano-nada, Kyushu-Palau 
Ridge, the Okinawa Islands, and Okinawa Trough. Thus, the 
Amami specimens represent the first records of P. pilosus from 
the Satsunan Islands.
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 Abstract

ヘラザメ科イモリザメ属魚類（Pentanchidae: Parmaturus）

は現在 13有効種が知られており（Soares et al., 2019），そ

のうち日本にはイモリザメParmaturus pilosus Garman, 1906

とシンカイイモリザメ P. melanobranchus (Chan, 1966)の 2

種が分布する（Shinohara et al., 2005; Séret and Last, 2007；

吉野ほか，2013；佐藤ほか，2023）．イモリザメは台湾と

日本のみに分布し（Hsu et al., 2013；吉野ほか，2013），国

内においては千葉県，相模灘，駿河湾，愛知県，熊野灘，

九州・パラオ海嶺，沖縄諸島，および沖縄舟状海盆から記

録されている（Garman, 1906; 片岡・富田，1981；小林ほ

か，1982；仲谷，1982, 1984；矢野・久貝，1993；矢野ほか，

1996；吉野ほか，2013；渋川，2018；川瀬，2022）．

2021年 8月 29日に鹿児島県奄美大島から 2個体のイモ

リザメが採集された．本標本は薩南諸島における初記録で

あるため，ここに報告する．

材料と方法
計数と計測は Compagno (2001)と Séret and Last （2007）

にしたがった．計測はノギスを用いて 0.1 mm単位もし

くは 1 mm単位まで行った．一部において全長（total 

length）は TLと表記した．標本の作製，登録，撮影，お

よび固定方法は本村（2009）に準拠した．生鮮時の体色

の記載は，固定前に撮影されたカラー写真（Fig. 1）に

基づく．本報告で用いられた標本は，鹿児島大学総合研

究博物館（KAUM）に保管されており上記の生鮮時の写

真は同館のデータベースに登録されている．Parmaturus 

melanobranchusの標準和名は仲谷（2016）にしたがいシ

ンカイイモリザメとした．シンカイイモリザメは眼窩

上隆起（supraorbital crest）をもつことからイモリザメ属

Parmaturusをはじめとする亜科 Pentanchinaeのいかなる属

とも異なると考えられているが（佐藤・仲谷，2009），属

の再検討を行った論文は出版されておらず，本研究では仲

谷（2016）や佐藤ほか（2023）にしたがい，暫定的にシン

カイイモリザメをイモリザメ属に含めた．

Parmaturus pilosus Garman, 1906

イモリザメ
（Figs. 1–4; Table 1）

標本　2個体（全長 386.4–439.5 mm）．KAUM–I. 159666，

雄，全長 439.5 mm， KAUM–I. 159667，雌，全長 386.4 mm，

奄美大島沖，釣り，2021年 8月 29日，前川隆則氏により

名瀬魚市場で購入．

記載　各体部の計測値と全長に対する割合を Table 1に

示した．体は紡錘形で，尾部は側扁する．体背縁は吻端か

ら吻端と第 1背鰭起部の中間にかけて緩やかに上昇し，そ

こから尾柄部にかけて下降する．体腹縁は吻端から胸鰭基

底後端と腹鰭起部の中間にかけて下降し，そこから尾柄部

にかけて上昇する．吻は短く，口幅の 2/3．頭長は胸鰭・

腹鰭間の距離の 0.87倍．眼は前後方向に細長い楕円形で，

瞳孔は円形．眼前端は口の前端と後端の間に，眼後端は口

の後端よりも後方に位置する．眼は腹面から見えない．吻
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部と第 1鰓裂から口の間の頭部側面にはロレンチーニ瓶が

並ぶ．鼻孔は左右方向に細長い楕円形で，口の先端前方に

位置する．前鼻弁はあまり発達せず，鼻孔後縁には達しな

い．噴水孔は小さく，眼の後縁後方に位置する．口の前端

は眼の前縁直下に位置する．両顎には先端が 3–5尖頭の鋭

く細かい歯が並ぶ．鰓孔は 5対．体背面の眼後方から第 1

背鰭前方にかけて側線がある．背鰭は 2基で棘をもたない．

第 1背鰭と第 2背鰭は互いに離れ，第 1背鰭と第 2背鰭は

同程度の大きさ．第 1背鰭起部は腹鰭起部直上に，第 1背

鰭基底後端は腹鰭基底後端直上のやや後方にそれぞれ位置

する．第 1背鰭は垂直方向に細長い楕円形で，前縁と後縁

はともに丸みを帯びる．第 2背鰭は臀鰭より小さく，垂直

方向に細長い楕円形．第 2背鰭起部は臀鰭起部直上の後方

に位置し，第 2背鰭基底後端は臀鰭基底後端のほぼ直上に

位置する．臀鰭は丸みを帯びた三角形で，後端がやや伸長

する．胸鰭基底上端は第 3鰓裂と第 4鰓裂の間の直下に位

置する．胸鰭は丸みを帯びた三角形．腹鰭は半円形で，雄

個体（KAUM–I. 159666）は両腹鰭の内側に交接器をもつ．

交接器は未発達で腹鰭後端には達しない．尾鰭は異尾で，

上葉は小さく，先端は直線的で尖らない．下葉は大きいが，

上葉に比べ短く，平行四辺形である．尾鰭の上葉と下葉の

間には欠刻がある．尾柄部の腹縁と尾鰭上葉前縁には肥大

した歯状突起がある．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―KAUM–I. 159666の体

背面は一様に黒褐色で，KAUM–I. 159667の体背面は茶褐

色． 側線に沿って白色斑が並ぶ．KAUM–I. 159666の腹部

は白色で，KAUM–I. 159667の腹部は茶色がかった白色．

虹彩は白みがかった灰色．KAUM–I. 159666の第 1背鰭と

第 2背鰭は黒褐色で，上半部はより黒みがかる．KAUM–

I. 159667の第 1背鰭と第 2背鰭は茶褐色，上半部はより

黒みがかる．第 1背鰭と第 2背鰭の後縁下半部は灰色．

KAUM–I. 159666の胸鰭は茶褐色で，後縁が白く縁どられ

Fig. 1. Fresh specimens of Parmaturus pilosus from Amami-oshima island, Amami Islands, Satsunan Islands, Japan (A–C: KAUM–I. 
159666, male, 439.5 mm TL; D–F: KAUM–I. 159667, female, 386.4 mm TL; A, D: lateral views; B, E: dorsal views; C, F: ventral 
views).

Fig. 2. Preserved specimens of Parmaturus pilosus from Amami-oshima island, Amami Islands, Satsunan Islands, Japan (A–C: 
KAUM–I. 159666, male, 439.5 mm TL; D–F: KAUM–I. 159667, female, 386.4 mm TL; A, D: lateral views; B, E: dorsal views; C, 
F: ventral views).
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る．KAUM–I. 159667の胸鰭は茶褐色で，後縁は白く縁ど

られない．KAUM–I. 159666の腹鰭は薄い茶色で，後縁が

白く縁どられる．KAUM–I. 159667の腹鰭は茶褐色で，前

縁が濃い茶褐色で縁どられる．KAUM–I. 159666の臀鰭の

上半部は白色，下半部と基底前半部は黒褐色．KAUM–I. 

159667の臀鰭の上半部は茶色がかった白色，下半部と基

底前半部は茶褐色．尾鰭上葉前縁の歯状突起後端から尾鰭

上葉後端にかけて濃い黒褐色．尾鰭下葉の基底部は黒みが

かった白色で外縁は濃い黒褐色．尾柄部の腹縁と尾鰭上葉

前縁にある歯状突起は黒みがかった白色．

固定時の色彩（Fig. 2）―体背面は一様にこげ茶色．側

線に沿って茶色がかった白色斑が並ぶ．体腹面は黄色が

かった白色．眼は黒色で虹彩は白みがかった灰色．第 1

背鰭と第 2背鰭は茶褐色，その上半部と縁辺部は黒色．

第 1背鰭と第 2背鰭の後縁下半部は茶色がかった白色．

KAUM–I. 159666の胸鰭は茶褐色で，KAUM–I. 159667の

胸鰭はやや濃い茶褐色．KAUM–I. 159666の腹鰭は黒色が

かった茶褐色で，後縁が茶色がかった白色で縁どられる．

KAUM–I. 159667の腹鰭は薄い茶褐色で，基底部と前縁部

が濃い茶褐色．臀鰭の上半部は黄色みがかった白色だが，

下半部と基底前半部とは黒褐色．尾鰭上葉前縁の歯状突起

後端から尾鰭上葉の先端にかけて濃い黒褐色．尾鰭下葉の

基底部は黒みがかった白色で外縁は濃い黒褐色．尾柄部の

腹縁と尾鰭上葉前縁にある歯状突起は黒みがかった白色．

口内は黒い．

分布　本種は台湾と日本に分布し（Hsu et al., 2013；吉

野ほか，2013），日本国内では千葉県勝浦沖，相模灘，駿河湾，

愛知県渥美半島高塚沖，熊野灘，九州・パラオ海嶺，沖縄

諸島，および沖縄舟状海盆から記録されている（Garman, 

1906；片岡・富田，1981；小林ほか，1982；仲谷，1982, 

1984；矢野・久貝，1993；吉野ほか，2013；渋川，2018；

川瀬，2022）．本研究により，新たに薩南諸島の奄美大島

から記録された．

備考　奄美大島産標本は前鼻弁が発達しないこと，頭
部が腹部より短いこと，尾鰭上葉前縁には肥大した歯状

突起があること（Fig. 3），および口内が黒いこと（Fig. 4）

により，Séret and Last (2007)，Hsu et al. (2013)，および吉

KAUM–I.
159666

KAUM–I.
159667

Total length (TL; mm) 439.5 386.4
Pre-first dorsal length 49.1 46.7
Pre-second dorsal length 66.8 63.2
Precaudal length 73.4 71.9
Prepectoral length 19.2 18.3
Prepelvic length 46.4 46.0
Preanal length 60.2 57.0
Snout-vent length 52.2 48.9
Preorbital length (direct) 6.3 6.1
Eye length 5.2 5.3
Eye height 1.8 1.3
Interorbital space 8.3 7.5
Prespiracular length 11.7 10.7
Spiracle length 1.0 0.8
Prenarial length 2.5 2.7
Nostril width 2.5 2.4
Internarial space 5.3 5.2
Anterior nasal flap length 2.4 2.4
Preoral length 6.6 6.0
Mouth width 9.7 9.1
Mouth length 4.2 4.9
Upper labial furrow length 1.4 1.4
Lower labial furrow length 1.9 1.9
Prebranchial length 16.4 15.7
Head length 20.7 19.5
First gill slit height 2.0 2.5
Fifth gill slit height 1.2 1.4
First dorsal-fin anterior margin 9.9 10.7
First dorsal-fin base 6.8 6.7
First dorsal-fin height 5.5 5.0
First dorsal-fin inner margin 2.4 2.0
First dorsal-fin posterior margin 5.5 4.0
Interdorsal space 10.9 10.6
Second dorsal-fin anterior margin 10.5 10.0
Second dorsal-fin base 6.2 6.5
Second dorsal-fin height 3.8 4.4
Second dorsal-fin inner margin 3.6 2.6
Second dorsal-fin posterior margin 3.9 3.1
Pectoral-fin anterior margin 10.9 10.1
Pectoral-fin base 5.5 6.0
Pectoral-fin inner margin 3.5 4.4
Pectoral-fin posterior margin 9.2 7.1
Pectoral-pelvic space 23.8 22.3
Pelvic-fin anterior margin 5.4 5.7
Pelvic-fin base 7.0 7.1
Pelvic-fin length 10.1 9.5
Pelvic-fin inner margin length 3.4 2.9
Pelvic-fin posterior margin length 8.1 6.8
Pelvic-anal space 6.0 5.7
Anal-fin anterior margin 9.9 8.3
Anal-fin base 13.7 12.9
Anal-fin height 5.6 5.1
Anal-fin length 14.9 14.3
Anal-fin inner margin 1.6 1.4
Anal-fin posterior margin 9.1 7.9
Dorsal-caudal space 1.6 1.8
Anal-caudal space 1.5 1.2
Caudal peduncle height 3.9 4.0
Caudal peduncle width 2.3 2.3
Dorsal caudal-fin margin 29.8 28.8
Preventral caudal-fin margin 11.4 8.9

Table 1. Measurements, expressed as percentage of total length, 
of specimens of Parmaturus pilosus from Amami-oshima is-
land, Satsunan Islands.

KAUM–I.
159666

KAUM–I.
159667

Total length (TL; mm) 439.5 386.4
Subterminal caudal-fin margin 5.4 4.9
Terminal caudal-fin margin 5.2 4.5
Clasper outer length 2.0 -
Clasper inner length 4.9 -
Clasper base width 0.8 -
Head height 7.5 7.5
Head width 13.1 12.4

Table 1. Continued.
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野ほか（2013）が示したイモリザメ Parmaturus pilosusの

標徴と一致したため，本種に同定された．なお，吉野ほ

か（2013）はイモリザメの標徴として眼が側面にあり腹面

から見えることを挙げていたが，本研究においては眼がや

や背側に位置していたことから，眼が腹面から見えなかっ

た（Figs. 1C, F, 2C, F）．また，Ebert et al. (2021)が示した

P. pilosusの頭部腹面図には眼が描かれていない．しかし，

Compagno (1984)の示した P. pilosusの頭部腹面図において

は眼が描かれている．これらより，上記の形質は種内変異

である可能性が高く，本種を識別するための標徴として有

効ではないと考えられる．また，Ebert et al. (2021)が示し

た P. pilosusの全身図においては，頭部から尾鰭上葉にか

けて側線があるが，本研究における肉眼での観察では側線

は体前半部の一部にのみ確認された．

イモリザメは同属のシンカイイモリザメと比較して，

第 1背鰭と第 2背鰭が同大であること（後者では第 2背鰭

が第 1背鰭より大きい），第 1背鰭起部が腹鰭起部直上に

あること（第 1背鰭起部が腹鰭起部の後方にある），第 2

背鰭が臀鰭より小さいこと（第 2背鰭が臀鰭と同大），お

よび腹鰭前長が全長の 46%であること（39%）から識別

される（Séret and Last, 2007; Ebert et al., 2021）．なお，シ

ンカイイモリザメは Yano (1999)を引用した Shinohara et al. 

(2005)の目録記録や佐藤ほか（2023）の写真記録があるも

のの，国内における標本に基づく記録はない．

イモリザメの国内における記録は上述のとおりであ

り，薩南諸島の各島嶼における包括的な魚類相の研究にお

いても本種は記録されていないため（例えば，本村・松

浦，2014; Motomura and Harazaki, 2017；本村ほか，2018, 

2019; Nakae et al., 2018; Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara 

and Motomura, 2020; Jeong and Motomura, 2021; Motomura, 

2023），本研究において得られた奄美大島産標本は薩南諸

島における本種の初記録となる．

謝　　辞
株式会社前川水産の前川隆則氏には標本を寄贈してい

ただいた．宮崎市の黒木健介氏といであ株式会社の中川龍

Fig. 3. Caudal fin of preserved specimens of Parmaturus pilosus (A: KAUM–I. 159666, male, 439.5 mm TL; B: KAUM–I. 159667, 
female, 386.4 mm TL). Arrows indicate caudal crest of dermal denticles.

Fig. 4. Inside the mouth of preserved specimens of Parmaturus pilosus (A: KAUM–I. 159666, male, 439.5 mm TL; B: KAUM–I. 
159667, female, 386.4 mm TL).
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一氏には文献の収集にご協力いただいた．鹿児島大学総合

研究博物館のボランティアと同魚類分類学研究室の学生の

みなさまには，標本の作製および登録作業において協力を

いただいた．同研究室の古𣘺龍星氏には本稿に対して適切

な助言をいただいた．Ichthy担当編集委員の和田英敏氏と

査読者の一人である中川龍一氏には原稿に対して適切な助

言をいただいた．以上の方々に謹んで感謝の意を表する．

本研究は鹿児島大学総合研究博物館の「鹿児島・琉球列島

の魚類多様性調査プロジェクト」の一環として行われた．

本研究の一部は公益財団法人日本海事科学振興財団「海

の学びミュージアムサポート」，JSPS科研費（20H03311・

21H03651），JSPS研究拠点形成事業－ Bアジア・アフリ

カ学術基盤形成型（CREPSUM JPJSCCB20200009），文部

科学省機能強化費「世界自然遺産候補地 ･奄美群島におけ

るグローカル教育研究拠点形成」，および鹿児島大学のミッ

ション実現戦略分事業（奄美群島を中心とした「生物と文

化の多様性保全」と「地方創生」の革新的融合モデル）の

援助を受けた．
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